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（1）（a）運動方程式は， sinma mg   
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（b）運動方程式は， sinma mg mg      
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下りの時，下向きを正にして運動方程式を作ると， 
sin cosma mg mg      
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    下向きの重力が最大静止摩擦力より大きいので， 
      sin cosmg mg    
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（2） 初速度は 0v でいずれ速度は下向きの一定となるのでグラ

フは⑤。(答) 

 

上りと下りのそれぞれの運動方程式は， 

ma mg kv  上  

+ma mg kv 下  

で，加速度は速度で変わる。 

 

初めの加速度は負で，いずれ加速度は０に近づくのでグラ

フは③。(答) 

 

kv kv
a a g g g

m m
      上

 (答) 
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円の中心まわりのモーメントのつりあいより， 
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滑らないぎりぎりの時のつりあいより， 
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ｱ 5 ｲ 3 ｳ 1 ｴ 2 

ｵ 5 ｶ 4 ｷ 3 ｸ 8 
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ﾅ 5 ﾆ 4 ﾇ 1 ﾈ 5 

 

 

 

 

 

Ⅱ  

 

ｱ 3 ｲ 6 ｳ 4 ｴ 7 

ｵ 3 ｶ 1 ｷ 6 ｸ 1 

ｹ 6 ｺ 1 ｻ 1 ｼ 2 

ｽ 1 ｾ 2 ｿ 9 ﾀ 7 
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Ⅲ（2）屈折の法則より， 
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屈折の法則より， 
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最大の時は斜めに光が入って臨界角で反射し続けると

きで，  
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最小の時は垂直に光が入って軸に平行に進んだ場合で，
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ｱ 4 ｲ 5 ｳ 5 ｴ 2 
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光電方程式は， Wmvh  2
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ｱ 3 ｲ 3 ｳ 0 ｴ 1 

ｵ 4 ｶ 2 ｷ 1 ｸ 5 

ｹ 4 ｺ 4 ｻ 4 ｼ 3 

 

 

 

【講評】 例年と違って問題が素直になり，典型問題も多

く難易度はそれほどでもないが，要所要所にグラフ選択な

どの難問が含まれている。５０分で解くには問題量がかな

り多いので典型問題を速く処理できたかどうかが鍵となる。

剛体とダイオードの問題が受験生には難しかったようだ。 

 

Ⅰ（1）難しくはないが計算ミスが出やすい。（2）グラフ

を選ぶのはなかなか難しい。 （3）剛体の立式に惑うで

あろう。 

Ⅱ 典型的な問題に近い。ただ解法を知らないと解けない。 

Ⅲ（1）ありがちな問題だが，やはり解法パターンを知らな

いといけない。（2）典型問題と言えるが最後が難しい。 

Ⅳ（1）光電効果の知識がないと難しい。（2）簡単な知識

問題。 

 

 時間との勝負になる。 

一次突破ラインは，問題量から考えて，思ったほど高く

はない。６０～６５点ぐらいになる。 

 


